
５福薬発第２９１号 

令和５年１１月２２日 

 

各地区薬剤師会会長 殿 

 

公益社団法人福岡県薬剤師会 

会長  原口 亨 

 

「日本ファーマシストヘルス研究（JapanPharmacists’HealthStudy：JPHS）」

への協力について（周知依頼） 

 

 平素より本会会務運営にご理解ご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

 さて、７月 24 日付のメールにてご案内いたしました、日本ファーマシストヘ

ルス研究による全国の女性薬剤師を対象にしたコホート研究につきまして、日

本薬剤師会より参加協力の周知依頼がございました。 

月経関連疾患、不妊症、若年に発症する貧血、子宮内膜症、子宮筋腫、片頭痛

等の有症割合や女性ホルモン剤の利用、婦人科領域のがん検診などの女性固有

の保健医療習慣の実態を把握する長期的な調査を実施し、さまざまな症状や疾

病の発症予防につながる若年時の生活習慣因子を探索することを研究目的とし、

研究に参加可能な「1962～1999 年生まれの女性薬剤師」を募集されています。 

 つきましては、貴会会員の女性薬剤師へご周知いただきますようお願いいた

します。 

ご多忙中のことと存じますが、お取り計らいのほどよろしくお願い申し上げ

ます。 



日 薬 発 第 ２ ０ ４ 号 

令和５年１１月１５日 

 

 

都道府県薬剤師会会長 殿 

 

 

日 本 薬 剤 師 会 

会長 山本 信夫 

（会 長 印 省 略） 

 

 

「日本ファーマシストヘルス研究（Japan Pharmacists’Health Study：

JPHS）」への協力について（周知依頼） 

 

平素より、本会会務に格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、標記について、研究グループ「女性の保健医療従事者の生活習慣と健康

に関する疫学研究(Japan-Study group on Nationwide Occupational cohorts 

of Women health professionals：J-SNOW)（以下、「J-SNOW」。）」（代表研究者：

長井万恵・群馬大学食健康科学教育研究センター准教授）より、協力依頼が参り

ましたのでお知らせいたします。 

J-SNOW によりますと、将来の女性の健康増進に寄与する因子についてのエビ

デンス作りに資するため、今回新たに「1962～1999 年生まれの薬剤師資格をも

つ女性」を対象とした「日本ファーマシストヘルス研究（Japan Pharmacists’ 

Health Study：JPHS）」を立ち上げたとのことであります。 

具体的には、月経関連疾患、不妊症、若年に発症する貧血、子宮内膜症、子宮

筋腫、片頭痛等の有症割合や女性ホルモン剤の利用、婦人科領域のがん検診など

の女性固有の保健医療習慣の実態を把握する長期的な調査を実施し、様々な症

状や疾病の発症予防につながる若年時の生活習慣因子を探索することを研究目

的としており、研究に参加可能な「1962～1999 年生まれの女性薬剤師」を募集

しています（別添資料参照）。 

つきましては、貴会会務ご多用の折、誠に恐縮ではございますが、ご趣旨等ご

理解の上、貴会会員への周知方、ご支援・ご協力を賜りますよう、よろしくお願

い申し上げます。 

なお、本会の今後の本件に関する対応としたしましては、日本薬剤師会雑誌、

日本薬剤師会ホームページ、日薬メールナビ等の広報媒体を通じて、会員への周

知等を行う予定でありますことを申し添えます。 



  
令和 5 年 10 月吉日 

公益社団法人 日本薬剤師会 
会⻑ 山本 信夫 先生 

群馬大学 食健康科学教育研究センター 
日本ファーマシストヘルス研究 

研究代表者 ⻑井 万恵 

日 本 フ ァ ー マ シ ス ト ヘ ル ス 研 究 ご 協 力の お 願 い  

拝啓 時下ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。突然のご連絡のご無礼をお許しく
ださい。 

 現在私どもは，「女性の保健医療従事者の生活習慣と健康に関する疫学研究(Japan-Study 
group on Nationwide Occupational cohorts of Women health professionals：J-SNOW)」として，  
女性の健康へのライフコースアプローチによる疾病予防策などの検討のためのコホート研究
を実施しております。J-SNOW では，わが国で初めての大規模女性保健医療従事者コホート
研究として，これまで多くの知見を世界に報告してまいりました。 

このたび，新たに「日本ファーマシストヘルス研究（Japan Pharmacists’ Health Study：
JPHS）」を立ち上げ，研究参加にご協力いただける「1962〜1999 年生まれの薬剤師資格を
もつ女性」を募集しております。つきましては，貴会の会員様ならびに各都道府県薬剤師会
様向けへ，研究参加者募集のお知らせをお願いしたく，ご連絡差し上げました。 

JPHS では，月経関連疾患，不妊症，若年に発症する貧血，子宮内膜症，子宮筋腫，片頭痛
などの有症割合や女性ホルモン剤の利用，婦人科領域のがん検診といった女性固有の保健医療
習慣の実態を把握することで，さまざまな症状や疾病の発症予防につながる若年時の生活習慣
因子を探索することを目的としております (今までの成果等は別紙をご覧ください)。 

将来の女性の健康増進に寄与する因子についてのエビデンス作りにぜひご協力いただきた
く，貴会の会員様や各都道府県薬剤師会様へ，別添の JPHS 研究参加者募集中チラシにつき
ましてご案内をいただけますと幸いに存じます。紙チラシや資料のご希望や，本研究に関す
るご不明な点などがございましたら，下記研究事務局までお問い合わせください。 

ご多用のところ誠に恐縮ではございますが，ご協力のほどよろしくお願い申し上げます。 
敬具 

J-SNOW（GNHS，JNHS，JNHS-Ⅱ，JPHS）研究事務局・データセンター 
国立大学法人群馬大学 食健康科学教育研究センター内（KA7-32） 
〒371-8514 群馬県前橋市昭和町 3-39-22 
TEL&FAX ：027-220-8974（平日 9 時〜17 時） 
E-mail：j-snow-jimukyoku@ml.gunma-u.ac.jp 
ホームページ：https://plaza.umin.ac.jp/~j-snow/ 
JPHS 研究代表者：⻑井 万恵 






























